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○
選
任

（
敬
称
略
）

収
入
役

塩

谷

武

司

○
選
挙
お
よ
び
選
任

議

長

船

橋

義

明

副

議

長

岡

田

文

雄

第
二
回
笠
松
町
議
会
臨
時
会
が
四
月
一
日
に
開
か
れ
、
収
入
役
の
選
任
同
意
、
議

長
・
副
議
長
の
選
挙
、
常
任
委
員
会
委
員
お
よ
び
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意

な
ど
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
議
会
運
営
委
員
会
】

委

員

長

尾

関

洋

治

副
委
員
長

長

野

恒

美

委

員

安

達

一

愿

〃

棚

橋

愼

司

委

員

太

田

俊

彦

〃

安

田

敏

雄

【
総
務
文
教
常
任
委
員
会
】

委

員

長

安

田

敏

雄

副
委
員
長

山

川

壽
太
郎

委

員

長

野

恒

美

〃

船

橋

義

明

〃

棚

橋

愼

司

〃

田

島

清

美

〃

伊

藤

功

【
民
生
建
設
常
任
委
員
会
】

委

員

長

太

田

俊

彦

副
委
員
長

伏

屋

隆

男

委

員

安

達

一

愿

〃

尾

関

洋

治

〃

岡

田

文

雄

〃

山

田

穆

〃

川

島

功

士

ま
た
、
同
日
可
決
さ
れ
た
案
件
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▽
笠
松
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て職

員
の
給
与
控
除
に
関
し
て
の

条
文
整
理
を
行
う
も
の
。

▽
笠
松
町
福
祉
医
療
費
の
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

・
県
の
制
度
変
更
に
伴
い
、
六
十

九
歳
老
人
医
療
費
助
成
対
象
者

の
所
得
制
限
を
変
更
す
る
も

の
。

・
老
齢
福
祉
年
金
所
得
制
限
の
準

用
か
ら
、
市
町
村
民
税
非
課
税

世
帯
に
改
め
る
。

▽
笠
松
町
防
災
会
議
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

羽
島
郡
広
域
連
合
の
設
立
に
伴

い
、
字
句
の
整
理
を
行
う
も
の
。

第
二
回
笠
松
町
議
会
臨
時
会
で
同

意
を
得
て
、
四
月
一
日
に
塩
谷
武
司

氏
が
収
入
役
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

三
月
三
十
一
日
、
松
原
収
入
役
が

退
任
さ
れ
ま
し
た
。

同
氏
は
町
職
員
を
四
十
一
年
、
収

入
役
と
し
て
四
年
の
長
き
に
わ
た

り
、
町
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
こ
と

に
対
し
て
、
自
治
功
労
者
と
し
て
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
収
入
役
に

塩
谷
武
司
氏

松
原
収
入
役
が
退
任

第
二
回

笠
松
町
議
会
臨
時
会
開
会

第
二
回

笠
松
町
議
会
臨
時
会
開
会

議

長

船

橋

義

明
氏

副
議
長

岡

田

文

雄
氏

こ
の
度
、
議
員
の
皆
様
の
ご

推
挙
に
よ
り
ま
し
て
、
町
議
会

議
長
の
要
職
に
就
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
誠
に
身
に
余
る
光

栄
と
存
じ
感
激
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
責
務
の
重
大
さ
を
痛
感
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

就

任

あ

い

さ

つ

議
長

船

橋

義

明

高
度
情
報
化
、
ペ
イ
オ
フ
解

禁
、
学
校
週
五
日
制
な
ど
、
世

の
中
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す

る
今
日
、
少
子
・
高
齢
化
の
進

展
や
合
併
問
題
、
地
球
規
模
で

深
刻
さ
を
増
し
つ
つ
あ
る
環
境

問
題
な
ど
、
行
政
と
し
て
取
り

組
む
べ
き
課
題
が
山
積
し
て
い

ま
す
。

こ
う
し
た
変
化
や
課
題
に
対

応
す
る
た
め
、
現
今
の
厳
し
い

財
政
状
況
の
な
か
で
時
代
の
変

化
を
鋭
敏
に
キ
ャ
ッ
チ
し
、
町

民
の
皆
様
の
ご
理
解
の
も
と
に
、

山
積
し
て
い
る
重
要
課
題
を
解

決
し
て
い
く
こ
と
が
、
私
ど
も

に
与
え
ら
れ
た
使
命
で
あ
り
、

責
務
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
う
え
は
、
微
力
な
が
ら

「
和
を
以
て
貴
し
と
為
す
」
の
信

条
の
も
と
に
、
町
の
発
展
と
町

民
の
皆
様
の
幸
せ
を
念
じ
、
議

会
と
町
執
行
部
が
一
丸
と
な
り
、

よ
り
住
み
よ
い
町
を
目
指
し
て

誠
心
誠
意
、
努
力
い
た
す
所
存

で
あ
り
ま
す
。

皆
様
の
一
層
の
ご
指
導
、
ご

支
援
を
衷
心
よ
り
お
願
い
申
し

上
げ
、
私
の
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

▲職員に見送られ庁舎をあとにする松原さん
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平
成
十
三
年
度
町
内
会
連
合
会
・

自
主
防
災
会
協
議
会
総
会
が
三
月
二

十
九
日
役
場
で
行
わ
れ
、
両
会
の
平

成
十
四
年
度
予
算
と
事
業
計
画
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
席
上
、
長
年
に
わ
た
っ
て
町

内
会
長
を
務
め
ら
れ
、
自
治
組
織
の

発
展
な
ど
に
尽
く
さ
れ
た
か
た
へ
広

江
町
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
総
会
終
了
後
に
広
江
町
長

か
ら
平
成
十
四
年
度
の
町
政
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お

り
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
十
年
表
彰
】

山

田

善

夫（
友
楽
町
）

【
五
年
表
彰
】

後

藤

新
太
郎（
田
代
西
）

森

宗

一（
北
及
第
一
）

と
の
訓
示
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
船
橋
町
議
会
議
長
、
山

田
町
内
会
連
合
会
会
長
か
ら
祝
辞
が

あ
り
、
団
員
は
「
防
火
、
防
災
の
誓

い
」
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

新
入
団
員
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

（
敬
称
略
）

（
第
一
分
団
）
大
野
秀
冶
、
馬
場
達

也
、
青
井
克
樹
、
山
田
誠
、
猿
渡
健
、

広
江
輝
一
、
杉
江
陽
介

（
第
二
分
団
）
南
谷
勉
、
太
和
田
浩

司
、
奥
村
真
一

（
第
三
分
団
）
松
原
義
人
、
加
藤
寿

久
、
田
島
一
樹
、
松
原
和
彦

町
消
防
団
入
団
式
が
四
月
七

日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー

で
団
員
お
よ
び
関
係
者
約
百
二
十

人
が
出
席
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
広
江
町
長
か
ら
「
町

民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
、

一
日
も
早
く
立
派
な
消
防
団
員
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
式
辞
が
あ
り
ま
し
た
。
樋
口
団

長
か
ら
は
、
新
入
団
員
十
四
人
と

新
役
員
へ
辞
令
が
交
付
さ
れ
、
日

頃
の
消
防
活
動
に
対
す
る
労
と

「
い
ざ
、
と
い
う
時
の
た
め
に
、

訓
練
な
ど
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」

さ
れ
ま
し
た
。

当
町
関
係
分

（
敬
称
略
）

▼
県
警
察
本
部
長
・

県
交
通
安
全
協
会
長
連
名
表
彰

〈
個
人
の
部
〉

田

島

清

吉（
中

野
）

松

原

和

孝（
北

及
）

青

木

栄

次（
長

池
）

加

藤

嘉

八（
中
新
町
）

県
交
通
安
全
県
民
大
会
が
四
月
八

日
県
庁
で
開
か
れ
、
そ
の
席
上
、
県

交
通
安
全
功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
多
年
に
わ
た
り
交

通
安
全
思
想
の
普
及
や
交
通
事
故
防

止
の
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
対

し
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

当
町
か
ら
は
次
の
皆
さ
ん
が
受
賞

町
で
は
、
毎
年
笠
松
町
内
の

事
業
所
に
就
職
さ
れ
た
新
就
職

者
の
か
た
を
激
励
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
二
十
三
の
事
業
所

に
町
内
外
か
ら
百
六
十
一
人
の

か
た
が
就
職
さ
れ
、
四
月
十
六

日
・
十
七
日
の
両
日
、
広
江
町

長
が
各
事
業
所
を
訪
問
し
、

「
一
日
も
早
く
仕
事
に
慣
れ
、

会
社
や
地
域
社
会
に
貢
献
で
き

る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
記
念
品
を
贈
り
、
激
励

し
ま
し
た
。

新
就
職
者
の
か
た
は
、「
一

日
も
早
く
職
場
に
慣
れ
、
社
会

人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
会
社

や
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
が

ん
ば
り
ま
す
」
な
ど
、
新
社
会

人
と
し
て
の
抱
負
を
語
ら
れ
ま

し
た
。

町
内
会
連
合
会
総
会

自
主
防
災
会
協
議
会
総
会

開
催

防
火
・
防
災
の
誓
い
も
新
た
に

町
消
防
団
入
団
式

県
交
通
安
全
功
労
者
表
彰

岐
阜
県
交
通
安
全
県
民
大
会

�
宣
誓
す
る
新
入
団
員

�
広
江
町
長
か
ら
記
念
品
を
手
渡

さ
れ
激
励
さ
れ
る
新
就
職
者

�
総
会
で
あ
い
さ
つ
す
る
山
田
連
合
会
長

新就職者を激励
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か
さ
ま
つ
ま
ち
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
主
催
の
「
笠
松
春

ま
つ
り
」
が
桜
ま
つ
り
を
皮
切
り
に
三
月
二
十
九
日
か
ら
四
月
十
四

日
ま
で
の
十
七
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

奈
良
津
堤
一
帯
で
行
わ
れ
た
「
桜
ま
つ
り
」
に
は
、
例
年
よ
り
一

週
間
ほ
ど
早
く
開
花
し
た
桜
を
見
に
大
勢
の
家
族
連
れ
や
若
者
の
グ

ル
ー
プ
が
訪
れ
ま
し
た
。

沿道の人びとを魅了した古式ゆかしい大名行列お奴
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ま
た
、
十
三
日
・
十
四
日
の
両
日

に
は
「
笠
松
陣
屋
市
」
が
開
催
さ
れ
、

本
町
通
り
、
新
町
通
り
、
産
霊
神
社

や
八
幡
神
社
周
辺
が
歩
行
者
天
国
と

な
り
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
即
売

会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

十
三
日
夜
の
産
霊
神
社
境
内
で

の
「
宵
ま
つ
り
」
で
は
、
マ
ジ
ッ

ク
シ
ョ
ー
や
町
内
の
み
こ
し
な
ど

が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
春
ま
つ
り
の
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
の
十
四
日
は
、
朝
か
ら

町
内
会
自
慢
の
本
み
こ
し
や
花
み

こ
し
が
町
内
に
繰
り
出
さ
れ
、
ま

つ
り
パ
レ
ー
ド
で
は
、
町
内
の
保

育
所
や
幼
稚
園
の
園
児
、
婦
人
会

の
皆
さ
ん
な
ど
を
は
じ
め
、
総
勢

約
二
百
人
の
大
名
行
列
が
ま
つ
り

ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

�
あ
た
り
一
面
に
咲
き
ほ
こ
る
桜
を
見
に

大
勢
の
人
び
と
が
訪
れ
た
奈
良
津
堤

下羽栗地域のかわいらしい子どもみこし（右）
宵まつりのマジックショーでは会場に来て
いた子どもがロープを使ったマジックをお

�
威
勢
の
い
い
掛
け
声
と
と
も
に
練
り
歩
く
町
内
の
み
こ
し

手伝い（右下）13日に行われた産霊神社でのふ
れあい子供広場でビーズ作りに夢中になる
子どもたち（左下）
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羽
島
郡
町
村
合
併
問
題
研
究
会
主

催
の
合
同
研
修
会
が
四
月
五
日
、
川

島
町
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
川
島
町
、
岐
南
町
、
笠
松

町
、
柳
津
町
の
四
町
か
ら
町
長
ら
三

役
、
町
議
会
議
員
、
職
員
な
ど
約
百

人
が
参
加
。
同
研
究
会
か
ら
委
託
を

受
け
て
郡
四
町
の
合
併
に
関
す
る
調

四
月
十
五
日
、
役
場

で
笠
松
町
地
域
情
報
化

推
進
委
員
会（
委
員
長

加
藤
司
郎
氏
）が
開
催

さ
れ
、
委
員
長
か
ら
広

江
町
長
に
「
笠
松
町
地

域
情
報
化
推
進
に
つ
い

て
の
提
言
書
」
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

同
委
員
会
は
、
笠
松

町
地
域
情
報
化
基
本
計

画
を
策
定
す
る
に
あ
た

り
広
く
町
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
お
聞
き
し
た

い
と
の
目
的
で
昨
年
十

二
月
に
町
長
が
委
嘱
し

た
も
の
で
、
委
員
に
は

学
校
長
、
P
T
A
、
保
育
所
保
護
者

会
、
商
工
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
の

代
表
の
ほ
か
、
I
T
ク
ラ
ブ
、
一
般

公
募
で
応
募
さ
れ
た
皆
さ
ん
が
委
嘱

さ
れ
、
町
開
催
の
委
員
会
へ
の
出
席

の
ほ
か
、
町
の
情
報
化
へ
の
提
言
に

向
け
、
自
主
的
な
勉
強
会
を
開
催
さ

れ
る
な
ど
、
活
発
な
活
動
を
続
け
て

き
ま
し
た
。

提
言
書
は
、
町
が
今
年
度
着
手
し

た
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
施
設

整
備
事
業
と
新
世
代
地
域
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
施
設
整
備
事
業
を
も
と
に
町

の
情
報
化
推
進
の
方
向
性
、
具
体
的

方
策
、
基
本
姿
勢
が
示
さ
れ
た
も
の

で
、
情
報
の
交
流
と
情
報
ボ
ラ
ン
ティ

ア
活
動
の
拠
点
と
な
る
「
準
民
間
情

報
セ
ン
タ
ー
の
設
立
検
討
会
の
発

足
」
な
ど
、
五
年
度
に
分
け
た
、
具

体
的
な
提
案
が
さ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
、
こ
の
提
言
を
基
本
計
画

に
で
き
う
る
限
り
反
映
さ
せ
、
積
極

的
に
町
の
情
報
化
を
推
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

合
併
問
題
を
合
同
で
研
修

四
町
の
三
役
、
議
員
が
一
堂
に

町
の
情
報
化
推
進
に
提
言

笠
松
町
地
域
情
報
化
推
進
委
員
会

▲現在の合併の状況について説明する平光振興課長

査
研
究
を
し
た（
社
）地
域
問
題
研
究

所
が
そ
の
結
果
を
報
告
す
る
と
と
も

に
、
岐
阜
大
学
地
域
科
学
部
の
西
村

貢
教
授
が
、
今
、
合
併
が
問
わ
れ
て

い
る
背
景
や
近
隣
市
の
現
状
を
踏
ま

え
、
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
講
演

し
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
ま
ず
、
岐
阜
県
岐
阜

地
域
振
興
局
の
平
光
節
夫
振
興
課
長

か
ら
、
県
内
、
特
に
岐
阜
圏
域
の
合

併
に
関
す
る
最
新
の

動
き
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
県
の
合
併
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
で
あ
る
西
村

教
授
が
「
市
町
村
合

併
と
議
会
の
役
割
」

と
題
し
て
講
演
。
今
、

市
町
村
合
併
で
問
わ

れ
て
い
る
論
点
、
議

員
、
職
員
の
役
割
な
ど

に
つ
い
て
持
論
を
述
べ

る
と
と
も
に
、
大
き

な
権
限
を
持
つ
中
核

市
で
あ
る
岐
阜
市
と

の
合
併
に
関
し
て
も

検
討
の
余
地
が
あ
る

と
提
言
し
ま
し
た
。

後
半
は
、
地
域
問

題
研
究
所
の
松
村
久

美
秋
調
査
部
長
か
ら
調
査
研
究
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
松
村
部
長
は
郡

四
町
の
現
在
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
比

較
す
る
と
と
も
に
、
全
国
か
ら
類
似

団
体
を
選
ん
で
参
考
に
し
な
が
ら
、

合
併
に
伴
う
直
接
、
間
接
効
果
を
提

示
。
さ
ら
に
は
、
新
し
い
市
の
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
近
隣
市
と
の
合
併
に
関
し

て
も
住
民
の
負
担
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど

を
多
岐
に
わ
た
り
比
較
。
経
済
効
果

と
し
て
郡
四
町
合
併
の
場
合
、
国
の

優
遇
措
置
な
ど
で
年
間
五
十
億
円
前

後
の
投
資
可
能
財
源
が
確
保
で
き
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
一
方

で
岐
阜
市
、
羽
島
市
、
各
務
原
市
に

郡
四
町
を
含
め
た
合
併
の
場
合
は
、

そ
の
三
倍
の
財
源
が
得
ら
れ
る
と
い

う
試
算
も
示
し
た
上
で
、
今
後
の
地

方
分
権
に
伴
う
権
限
や
財
源
の
委
譲

を
考
え
る
と
、
規
模
の
大
き
な
地
方

自
治
体
と
な
っ
て
多
様
な
権
限
を
確

保
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
提
言

し
ま
し
た
。

羽
島
郡
町
村
合
併
問
題
研
究
会
で

は
今
後
、
調
査
結
果
を
分
か
り
や
す

く
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る

と
と
も
に
、
郡
内
リ
レ
ー
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
、
あ
る
い
は
町
ご
と
の
説
明
会

を
開
催
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
情
報

を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
調
査
結
果
の
内
容
を
今
後

掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

▲熱心に活動された委員の皆さん
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引
っ
越
し
や
結
婚
、
出
生
な
ど
の

届
出
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
な
ど
、

常
日
頃
か
ら
私
た
ち
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
行
政
手
続
き
が
必
要
で
す
。

電
子
行
政
は
、
こ
う
し
た
不
便
さ

を
解
消
す
る
た
め
、
ネ
ッ
ク
に
な
っ

て
い
る
紙
ベ
ー
ス
の
手
続
き
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
行
う
よ
う

に
す
る
も
の
で
、
こ
れ
が
実
現
す
れ

ば
、
家
庭
や
職
場
の
パ
ソ
コ
ン
、
ま

た
は
近
く
の
公
共
施
設
の
キ
オ
ス
ク

端
末
か
ら
い
つ
で
も
必
要
な
手
続
き

を
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
昼
間
、
仕
事
で
役
場
に

来
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
た
や
家
事

や
子
育
て
で
忙
し
い
主
婦
に
と
っ
て

も
大
変
便
利
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
町
に
と
っ
て
も
コ

ス
ト
の
軽
減
や
業
務
の
迅
速
化
が
図

れ
る
な
ど
、
電
子
化
に
よ
る
メ
リ
ッ

ト
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

先
進
的
な
自
治
体
で
は
、
す
で
に

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
設
置
さ

れ
た
端
末
で
公
共
施
設
の
予
約
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
し
た
り
、
行
政
情
報
の

閲
覧
が
で
き
る
な
ど
、
コ
ン
ビ
ニ
を

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
し
て
活
用

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
全
体
的
に

見
れ
ば
こ
う
し
た
先
進
的
な
自
治
体

は
ま
だ
ま
だ
少
な
く
、
大
半
は
ま
だ

I
T
化
に
取
り
組
み
始
め
た
ば
か
り

と
い
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
国
は
、
電
子
自
治
体
に
向

け
三
段
階
に
分
け
て
電
子
化
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

第
一
段
階
で
は
、
地
方
公
共
団
体

を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確
立
す
る

た
め
、
全
都
道
府
県
、
政
令
指
定
都

市
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
し
、

平
成
十
四
年
度
の
早
い
時
期
に
国
と

地
方
公
共
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
接
続（
市
町
村
は
平
成
十
五
年
度

中
）、
八
月
に
は
「
住
民
基
本
台
帳

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
稼
動
、
平
成
十

五
年
度
に
は
希
望
者
に
「
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド（
I
C
カ
ー
ド
）」
を
交

付
す
る
計
画
を
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
第
二
段
階
で
は
、
他
人
の

な
り
す
ま
し
に
よ
る
不
正
利
用
を
防

ぐ
た
め
の
個
人
電
子
認
証
の
仕
組
み

づ
く
り
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
市
町

村
に
つ
い
て
は
平
成
十
五
年
度
ま
で

に
整
備
が
完
了
さ
れ
る
予
定
で
す
。

さ
ら
に
第
三
段
階
で
は
、
平
成
十

四
年
度
か
ら
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム

の
試
行
を
行
い
、
平
成
十
五
年
度
以

降
、
順
次
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。

町
で
は
、
こ
う
し
た
国
の
取
り
組

み
に
合
わ
せ
、
今
年
度
、
民
間
事
業

者（
第
三
セ
ク
タ
ー
）
に
支
援
を
行

い
、
町
内
全
域
に
C
A
T
V（
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
）網
を
整
備
し
、
そ
れ

を
行
政
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網
と
し
て

活
用
す
る
と
と
も
に
、
住
民
の
皆
さ

ん
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
町

の
情
報
は
も
と
よ
り
、
各
種
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
環
境
の
整

備
に
着
手
し
ま
し
た
。

今
年
十
月
に
は
、
皆
さ
ん
の
家
庭

の
パ
ソ
コ
ン
や
公
民
館
な
ど
に
設
置

す
る
公
共
端
末
と
役
場
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
線
で
つ
な
が
り
、
町
の
情

報
収
集
や
保
健
婦
と
の
健
康
相
談

な
ど
が
手
軽
に
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
に
つ
い
て
は
順

次
、
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
が
、

現
在
、
図
の
よ
う
に
町
の
情
報
化
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
C
A
T

V
に
つ
い
て
の
特
徴
や
町
の
情
報
化

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
次
回
六

月
号
で
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

行政情報提供システム

をインターネットへ配信し、公民館など
に設置してある情報公共端末や各家庭
に情報提供します。
行政相談システム
テレビ会議システムを利用し、住民

の皆さんと役場の担当職員との対面対
応を可能とし、電子メールで役場に対し
て意見や要望をしていただけます。
生涯学習支援システム
〈公共施設予約システム〉
グラウンド、公民館などの公共施設の

予約をしたり、予約状況を見ることがで
きます。
〈図書検索蔵書システム〉
図書室の新刊図書情報を得たり、図

書蔵書検索ができます。
〈コミュニティー支援システム〉
コミュニティー団体の活動紹介や電子

掲示板などでの意見交換を行い、コミュ
ニティー活動の支援を行います。
〈学校教育情報システム〉
学校や社会教育の情報提供や相談を

行います。また、学校に設置する端末
を使ってインターネット学習ができます。
福祉健康支援システム
インターネットを介して皆さんの家庭

へ福祉サービスや保健、介護情報を提
供します。また、テレビ会議システムに
よる保健師との健康相談ができます。
地図情報システム
公共施設や緊急避難所の位置などを

確認することができます。
笠松町デジタルアーカイブシステム
町の文化財や伝統芸能、自然景観な

どをインターネット上で公開し、広く世
界に笠松町をアピールします。

笠松町地域イントラネット基盤施設整備事業イメージ図

地域住民

福祉健康センター

児童館

福祉会館

総合会館

中央公民館 南事務所

地域住民

給食センター

笠松小学校
松枝小学校
下羽栗小学校
笠松中学校

笠松町役場
行政情報センター（仮称）
情報交流センター（仮称）

歴史民俗資料館

松枝公民館

電
子
自
治
体
に
向
け
て

町
の
情
報
化
整
備
を
開
始
！

公共端末

公共端末

公共端末

公共端末

公共端末
公共端末

公共端末

公共端末

公共端末

公共端末

公共端末

光ケーブル網

Internet

各種行政情報や申請・届出様式など

整備を計画している
サービスの内容

第一保育所
松枝保育所
下羽栗保育所
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笠
松
町
婦
人
会
よ
り
寄
贈
さ
れ
た

（
一
月
号
で
お
知
ら
せ
）公
共
施
設
巡

回
町
民
バ
ス
の
納
車
式
が
三
月
二
十

日
に
役
場
前
で
行
わ
れ
、
馬
渕
婦
人

会
長
か
ら
「
お
年
寄
り
や
身
体
の
不

自
由
な
か
た
な
ど
の
交
通
の
足
と
し

て
、
是
非
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と

広
江
町
長
に
キ
ー
の
レ
プ
リ
カ
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

公
共
施
設
巡
回
町
民
バ
ス
は
、
四

月
か
ら
三
台
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で

運
行
し
て
い
ま
す
。

寄
贈
さ
れ
た
巡
回
バ
ス
の
納
車
式

四
月
十
四
日
の
春
ま
つ
り
に
向
け

て
「
大
名
行
列
お
奴
」
の
練
習
を
重

ね
て
き
た
笠
松
中
学
校
の
生
徒
五
十

四
人
が
、
十
五
日
に
同
校
体
育
館
で

お
奴
の
演
技
を
全
校
生
徒
の
前
で
披

露
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
郷
土
の
伝
統
芸
能
を
自

分
た
ち
の
手
で
守
り
伝
え
る
た
め
に

練
習
を
重
ね
た
生
徒
た
ち
を
中
心

に
、
学
校
と
お
奴
保
存
会
が
毎
年
行

う
行
事
で
す
。

ま
た
、
今
年
も
笠
松
小
学
校
六
年

生
児
童
が
先
輩
の
演
技
を
見
学
し
ま

し
た
。
元
気
な
掛
け
声
と
と
も
に
毛

槍
や
台
傘
の
投
げ
渡
し
が
成
功
す
る

度
に
見
学
の
生
徒
や
児
童
、
先
生
か

ら
盛
ん
な
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

「
大
名
行
列
お
奴
」
全
校
生
徒
に
披
露笠

松
中
学
校

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
の

「
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
小
学
校

児
童
ふ
れ
あ
い
講
座
」
が
三
月
十
七

日
、福
祉
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
座
は
、
昔
か
ら
親
か
ら
子

へ
伝
え
ら
れ
て
き
た「
素
朴
な
遊
び
」

や
「
軽
ス
ポ
ー
ツ
」
な
ど
を
通
し
て
、

お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
の
人
生

経
験
を
少
し
で
も
伝
え
、
児
童
の
心

豊
か
な
育
成
を
目
指
す
こ
と
が
目
的

で
す
。
当
日
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
役

員
と
小
学
校
四
・
五
・
六
年
生
の
児

童
二
十
九
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ほ
う
葉
を
く
り
抜
き
樹
脂
で
固

め
、
写
真
を
貼
っ
て
壁
飾
り
を
作
る

「
ほ
う
葉
講
座
」
や
和
紙
を
ち
ぎ
っ

て
作
品
を
作
る
「
ち
ぎ
り
絵
講
座
」

で
は
、
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん

の
指
導
の
も
と
子
ど
も
た
ち
は
熱
心

に
作
品
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。ま

た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
や

ペ
タ
ン
ク
も
行
わ
れ
、
競
技
ル
ー
ル

の
説
明
を
受
け
た
後
、
子
ど
も
た
ち

と
ゲ
ー
ム
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
子
ど
も
た
ち
の
交
流

小
学
校
児
童
ふ
れ
あ
い
講
座

ケ
ア
ハ
ウ
ス
「
リ
バ
ー
サ
イ
ド
養
老
」
を
訪
川

町
赤
十
字
奉
仕
団 ▲広江町長にキーのレプリカを手渡す馬渕婦人

会長（左）

▲老人クラブの会員にグラウンド・ゴルフ
のこつを教わる子どもたち・・

▲訪問先のお年寄りと和気あいあいの奉仕団の
皆さん

�
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
親
切
な
指
導
で
ち
ぎ

り
絵
に
挑
戦
！

町
赤
十
字
奉
仕
団
の
皆
さ
ん
が
三

月
十
五
日
、
養
老
町
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス

「
リ
バ
ー
サ
イ
ド
養
老
」
を
訪
れ
、

入
所
さ
れ
て
い
る
お
年
寄
り
を
元
気

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
団
員
五
十
人
が
参
加
さ

れ
施
設
長
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
た

後
、五
人
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、

お
年
寄
り
か
ら
趣
味
の
話
や
昔
話
を

聞
い
た
り
、
簡
単
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
行
う
な
ど
い
っ
し
ょ
に
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

�
堂
々
と
演
技
を
披
露
す
る
生
徒
た
ち
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介護サービス利用者のかたにとっては、利用料などが高額になると大きな負担となります。
そこで、介護保険には、「介護サービス利用者負担軽減制度」があり、次の2つにより利用者負担の軽減が図ら

れています。

●高額介護サービス利用者負担の軽減

利用者負担の※合計額は一定額（別表1参照）を超えた分が申請をすると戻ってきます。
※合計額…同じ月の合計額。また同じ世帯に複数の利用者がいるときは、合算した額となります。
【申請に必要なもの】介護保険被保険者証、領収書、印鑑、通帳（振込先確認のため）
【申請場所】役場福祉健康課（1階）

区　分
町民税課税世帯
町民税非課税世帯
生活保護の受給者、老齢福祉年金受給者で町民税非課税世帯

上限額（世帯合計）
37,200円
24,600円
15,000円

高額介護サービス費（月額） 別表1

●施設入所中の食事代の軽減

介護保険施設に入所したときに必要となる食事代の標準負担額は、別表2のようになります。別表2中アまたは
イに該当されるかたは申請により食事代が軽減されます。負担の軽減を受けるには町へ申請し、認定証の交付を
受け、施設の窓口に提示する必要があります。
※認定されたかたは、毎年5月に認定証の更新申請が必要です。
【認定を受けるのに必要なもの】介護保険被保険者証、印鑑
【申請場所】役場福祉健康課（1階）

町民税課税世帯
ア、町民税非課税世帯
イ、生活保護の受給者、老齢福祉年金受給者で町民税非課税世帯

780円
500円
300円

食事代の標準負担額（1日あたり） 別表2

県
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
主

催
の
「
第
十
六
回
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
」
が
三
月
九
日
、
多
目

的
運
動
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
県
下
よ
り
六
百
五
十
人

が
参
加
さ
れ
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
各
会
場
で
熱
の
入
っ
た

プ
レ
イ
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

優

勝

奥
田

米
司
（
門

間
）

準
優
勝

太
田

岩
雄
（
天
王
町
）

三

位

近
藤

益
夫
（
円
城
寺
）

四

位

記
野

逸
子
（
門
前
町
）

五

位

浅
野

益
司
（
朝
日
町
）

六

位

岩
田

花
子
（
円
城
寺
）

〔
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
主
催
〕

み
ん
な
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会

三
月
十
七
日（
日
）

ト
ン
ボ
天
国
芝
広
場

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

当
町
関
係
分

（
敬
称
略
）

◆
緑
会
場

優

勝

小
宮

弘
子（
松
栄
町
）

◆
赤
会
場

準
優
勝

松
原

勇（
円
城
寺
）

◆
黄
会
場

三

位

木
村

十
源（
下
本
町
）

テレビへの外国電波の混信
毎年5月から8月にかけてテレビの1、3チャンネルの画面

全体に、縞模様が現れたり、色が消えたり、外国語が混入し
たりすることがあります。これは、日本海上空に突発的に発
生する電波を跳ね返す雲（スポラディックE層）が原因で発生
する外国電波混信障害です。テレビの故障ではありませんの
で混信障害が消滅するまでお待ちください。お近くのUHF
テレビ局を受信されればこの障害の混入はありません。
●NHK岐阜放送局　受信相談専用電話　0570・00・3434
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長良川流域は、川と共に栄え、文化・歴史・産業等をはぐくんだ文化圏を形成してきた地域です。しかし、近代になり流域外と
の都市間交通網の発展や、地域資源に依存しない産業群の成長に伴い、流域にある固有の川文化が忘れられつつあります。
この交流コーナーは、流域市町村にある川にまつわる文化・歴史・文化財・スポーツ・イベントなどをはじめとした地域資

源・財産を年4回（2月、5月、8月、11月）紹介し、ふれあいの輪あるいは交流人口の拡大につなげていきたいと思っています。
紹介します市町村へ文化巡りなどに足を運んでみてください。

この交流コーナーは、岐阜市、関市、美濃市、羽島市、笠松町、柳津町、海津町、輪之内町、安八町、墨俣町、穂積町、真正町、糸
貫町、高富町、伊自良村、美山町、洞戸村、板取村、武芸川町、八幡町、白鳥町、高鷲村、美並村、明宝村、富加町の長良川流域25市
町村が協力して実施しています。

●真桑人形浄瑠璃（真桑文楽）
上真桑本郷地区に伝わる郷土芸能で、約300年前、水争

いに功績のあった福田源七郎の徳を讃え演じられたのが
始まりと言われ、毎年春分の日とその前夜、物部神社の
祭礼に奉納上演されます。
上演される外題は、他の文楽ではみられない日吉丸雅

桜（五郎助住家の段）や蓮如上人一代記（嫁威の段）をはじ
め、三番叟、絵本太功記、傾城阿波の鳴戸、壷坂霊験記
などがあります。
●アクセス
・名鉄揖斐線「真桑駅」下車徒
歩10分

・樽見鉄道「北方真桑駅」下車
徒歩20分

●問い合わせ先

●墨俣一夜城歴史資料館
木下藤吉郎（後の豊臣秀吉）が

織田信長の命を受け、一夜にし
て築城し太閤出世物語の出発点
となった「墨俣一夜城」。築城に

を運び、美濃攻略の拠点となる
砦を築きました。現在、この城のあとには歴史資料館が
あり若き日の秀吉に出会えます。
また、展望室からは長良川や金華山をはじめ伊吹山、

養老山脈などが一望でき、四季の眺めは最高です。
●アクセス
・名鉄新岐阜駅、JR岐阜駅より岐阜バス「墨俣」下車徒
歩10分

・名神高速「岐阜羽島IC」から車で15分
●問い合わせ先

かさまつ フェスタ

開催日テーマ 開催場所

展 示 ステージ 公開読書会

呈茶席（要呈茶券）

本の交換会

主催

ま くわ じょうる　り

真 正 町 墨 俣 町

真正町文化ホール　1 058・323・5373

あたり藤吉郎は川を利用し木材

墨俣町役場総務課　1 0584・62・3111（内線122）
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私
た
ち
の
生
活
に
い
つ
も
身
近

に
あ
る
ガ
ス
。
今
で
は
な
く
て
は

な
ら
な
い
燃
料
で
す
が
、
取
り
扱

い
を
誤
る
と
火
災
や
爆
発
を
起
こ

し
、
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
す
。

ガ
ス
に
よ
る
事
故
を
防
ぐ
に

は
、
使
っ
て
い
る
ガ
ス
の
性
質
を

知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
軽
い
都
市
ガ
ス

都
市
ガ
ス
は
、
空
気
よ
り
軽
い

の
で
、
漏
れ
る
と
天
井
付
近
に
た

ま
り
ま
す
。

■
重
い
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
、
空
気
よ
り

重
い
の
で
、
漏
れ
る
と
床
な
ど
の

低
い
と
こ
ろ
に
た
ま
り
ま
す
。

も
し
、
ガ
ス
漏
れ
に
気
づ
い
た

ら
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

一
、
部
屋
の
中
に
ガ
ス
の
臭
い
が

し
て
も
、
決
し
て
電
灯
や
換
気

扇
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ス
イ
ッ
チ

を
入
れ
た
と
き
に
出
る
小
さ
な

火
花
で
も
爆
発
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

二
、
口
を
タ
オ
ル
な
ど
で
覆
い
、

ガ
ス
を
吸
わ
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
、
す
ぐ
に
ガ
ス
の
元
栓
を

し
め
ま
し
ょ
う
。
都
市
ガ
ス
の

と
き
は
姿
勢
を
低
く
、
プ
ロ
パ

ン
ガ
ス
の
と
き
は
、
姿
勢
を
高

く
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

三
、
静
か
に
窓
を
開
け
て
、
ガ
ス

を
屋
外
へ
出
し
ま
し
ょ
う
。
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
の
場
合
は
、
バ
ス

タ
オ
ル
か
座
布
団
な
ど
で
、
あ

お
ぎ
出
す
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

そ
の
後
も
、
ガ
ス
漏
れ
が
な
く

な
っ
た
と
過
信
し
な
い
で
、
す
み

や
か
に
ガ
ス
販
売
店
や
消
防
署
へ

連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

消 防 署

住民課保険年金係 内線127

恐
い
ガ
ス
漏
れ

そ
の
時
ど
う
す
る
！

老 齢 基 礎 年 金
年金を受けるために必要な期間
①国民年金保険料を納めた期間
②国民年金保険料の免除を受けた期間
③任意加入できる人が任意加入しなかった期間など
（「カラ期間」）―合算対象期間―
④昭和36年4月以降の厚生年金や共済組合の加入期間
⑤第3号被保険者期間
⑥学生納付特例期間
これらを合計して、原則として25年以上の期間が必要です。

カラ期間とは？。―合算対象期間―
昭和36年4月以降で20歳から60歳になるまでの

間に国民年金に任意加入しなかった期間などで、
必要年数に達しているかどうかをみるときには算
入されますが、年金額の算定基礎とはならない期
間をいいます。
①会社員の配偶者（昭和61年3月まで）
②学生（平成3年3月まで）
③厚生年金の脱退手当金を受給した期間
④日本人で外国に居住していた期間

年金額

804,200円
保険料の未納や免除、カラ期間などがあ

るときは、その期間により減額されます。

受給資格期間（年金を受けるために最低必要な期間）
と加入可能年数（満額の年金を受けるために必要な期間）

国民年金制度が発足したのが昭和36年4月
1日ですので、そのとき20歳以上の人は、60
歳になるまで40年間加入することができませ
ん。それらの人には生年月日により、表のと
おり短縮措置がとられています。

受給資格期間と加入可能年数早見表

生年月日
昭 9.4.2～昭10.4.1
昭10.4.2～昭11.4.1
昭11.4.2～昭12.4.1
昭12.4.2～昭13.4.1
昭13.4.2～昭14.4.1
昭14.4.2～昭15.4.1
昭15.4.2～昭16.4.1
昭16.4.2～以降

受給資格期間
25年（300カ月）
25年（ 〃　）
25年（ 〃　）
25年（ 〃　）
25年（ 〃　）
25年（ 〃　）
25年（ 〃　）
25年（ 〃　）

加入可能年数
33年（396カ月）
34年（408 〃 ）
35年（420 〃 ）
36年（432 〃 ）
37年（444 〃 ）
38年（456 〃 ）
39年（468 〃 ）
40年（480 〃 ）

①国民年金のみ加入していたかた
→役場住民課保険年金係
②第3号被保険者期間のあるかた
→社会保険事務所
③2つ以上の制度に加入していたかた
→社会保険事務所

でそれぞれ手続きを行ってください。

忘れずに！！

年金は請求しないと
もらえません
すべての年金は、受けられる
資格があっても本人の請求が
なければ支給されません。
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新
じ
ゃ
が
の
お
い
し
い
時
期
で

す
。
じ
ゃ
が
い
も
に
は
主
成
分
の
で

ん
ぷ
ん
の
ほ
か
に
カ
リ
ウ
ム
が
多
く

含
ま
れ
て
お
り
、
塩
分
を
と
り
す
ぎ

た
と
き
、
体
内
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
排

泄
し
て
、
血
圧
が
上
が
る
の
を
抑
え

る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

〈
作
り
方
〉

①
ベ
ー
コ
ン
は
5
㎜
幅
に
切
り
、
じ

ゃ
が
い
も
と
に
ん
じ
ん
は
短
冊
切

り
、
た
ま
ね
ぎ
は
薄
切
り
、
パ
セ

リ
は
み
じ
ん
切
り
に
す
る
。

②
鍋
に
ベ
ー
コ
ン
を
入
れ
軽
く
炒

め
、
次
に
た
ま
ね
ぎ
を
加
え
軽
く

炒
め
る
。

③
②
に
じ
ゃ
が
い
も
、
に
ん
じ
ん
を

入
れ
、
水
を
ひ
た
ひ
た
に
注
い
で

煮
る
。（
ア
ク
は
す
く
う
）

④
顆
粒
コ
ン
ソ
メ
を
入
れ
て
煮
込

み
、
材
料
が
柔
ら
か
く
な
っ
た
ら

牛
乳
を
加
え
、
塩
・
こ
し
ょ
う
で

味
を
整
え
る
。

⑤
沸
騰
し
た
ら
、
水
で
溶
い
た
か
た

く
り
粉
を
加
え
て
と
ろ
み
を
つ
け

る
。

⑥
最
後
に
パ
セ
リ
を
散
ら
す
。

12年前に発足した私たちのサークルは、20代から60
代の幅広い年齢層の会員25人で、感性豊かな作品作り
に取り組んでいます。
皆さんもごいっしょにTPOに応じ季節の花を美しく
アレンジして飾り、暮らしの中に潤いをもたらしてみ
ませんか。
ご参加をお待ちしています。
【活動日】毎月第 4金曜日
【場　所】スポーツ交流館
【連絡先】米野　森典子宅（�387・1073）

ポタージュスープ

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～
～

～
～

～
～
～
～
～
～
～

～
～
～
～
～
～
～

～
～
～
～
～
～

～
～
～
～
～
～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

〈材料〉4人分

ベーコン・・・・・・・・・・・・・・・・・・

じゃがいも・・・・・・・・・・・・

たまねぎ・・・・・・・・・・

にんじん・・・・・・・・・・

パセリ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

牛乳・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

塩・・・・・・・・・・・・・・・・

こしょう・・・・・・・・・・・・・・・・

顆粒コンソメ・・・・・・

かたくり粉・・・・・・

20g

中1個

中1／2個

中1／3本

適宜

160cc

小さじ1／3

少々

小さじ1

大さじ4／5

花の贈り物は手作りで！
米野フラワーアレンジメント

著者　L・ジャフェ、L・サン＝マルク
発行　晶文社

おこづかいをもらったり、買い物を
したり、子どもが上手にお金を使うに
は、お金に関する知識が必要です。
労働と賃金の関係、値段と価値に
ついてなど、子どもが将来本当に豊
かな生活を営むために知ってほしい
ことをわかりやすく解説した本です。

お金とじょうずにつきあう本

〔中央公民館〕

著者 キース・グレイ
発行 徳間書店

夜。何軒も連なってならぶ
家の裏庭をぼくとジェイミー
は駆けぬける。塀をのぼり越
える。考える間もなく息を切
らして跳び、走り、『目撃』
されそうになれば『カゲ』に
飛びこむ。ぼくらの大好きな
遊び。

ジェイミーが消えた庭

〔下羽栗会館〕

著者　岩渕大起
発行　ポプラ社

この本を読むと、元気が伝
染します。
今日も車いすで町を爆走す
る高校 2年生。悩むけど、決
めたら迷わない。前例がなく
てもやってみる。そんな彼が
限りない感謝を込めて綴っ
た、勇気と感動のエッセイ。

まだ17歳だけど、
人生って面白いと思う

〔松枝公民館〕

▲下羽栗保育所
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笠
松
中
学
校
で
は
伝
統
的
に
先
輩

か
ら
後
輩
へ
姿
で
示
し
な
が
ら
学
校

生
活
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。
や
や

も
す
る
と
最
高
学
年
で
あ
る
三
年
生

が
規
律
を
乱
し
た
り
、
負
の
財
産
を

後
輩
に
託
し
た
り
す
る
も
の
で
す
。
し

か
し
、
本
校
の
生
徒
の
姿
を
見
る
限

り
、
本
当
に
よ
い
意
味
で
上
級
生
が

後
輩
た
ち
に
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

◎
大
切
に
し
て
い
る
四
本
柱

笠
松
中
学
校
に
は
「
清
掃
」、「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」、「
合
唱
」、「
学
習
」

の
四
本
柱
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

「
清
掃
」
で
は
二
十
分
間
、
生
徒
、

教
師
が
黙
々
と
隅
々
ま
で
こ
だ
わ
り

を
持
ち
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
寒
い
時
期
で
あ
っ
て
も
膝
を
つ

き
な
が
ら
懸
命
に
床
を
磨
く
生
徒
の

姿
を
見
る
と
心
打
た
れ
ま
す
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
で
は
朝
の
部

活
動
が
終
了
し
て
す
ぐ
に
、
自
分
の

教
室
や
廊
下
、
階
段
で
掃
除
を
始
め

る
生
徒
、
気
持
ち
の
よ
い
あ
い
さ
つ

を
し
て
仲
間
を
迎
え
る
生
徒
な
ど
、

様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。「
や

ら
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
強
制
で
は

な
く
、
自
然
に
人
の
た
め
に
体
を
動

か
す
習
慣
が
身
に
付
き
つ
つ
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
委
員
会
や
学
年
が
中
心

と
な
っ
て
ア
ル
ミ
缶
、
古
切
手
な
ど

を
集
め
て
い
ま
す
。

「
合
唱
」は
最
も
本
校
の
生
徒
が
こ

だ
わ
り
、
誇
り
に
感
じ
て
い
る
も
の

で
す
。
朝
の
会
、
帰
り
の
会
を
使
っ

て
パ
ー
ト
練
習
で
徹
底
的
に
正
確
な

音
取
り
を
し
た
後
、
合
わ
せ
て
い
き

ま
す
。
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
体
を
動

か
し
、
美
し
い
音
色
で
歌
え
る
生
徒

が
多
く
い
ま
す
。

「
学
習
」
は
文
字
通
り
学
校
生
活

の
中
心
と
な
る
も
の
で
す
。
授
業
開

始
一
分
前
に
教
科
係
が
着
席
を
呼
び

か
け
、
一
分
間
学
習
と
呼
ば
れ
る
自

主
学
習
を
行
い
ま
す
。
係
が
教
科
担

任
と
打
ち
合
わ
せ
、
内
容
を
考
え
て

進
め
ま
す
。
一
時
間
の
め
あ
て
を
決

め
、
そ
れ
に
向
け
て
生
徒
と
教
師
が

授
業
を
創
り
あ
げ
て
い
ま
す
。

◎
卒
業
期
に
後
輩
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

三
学
期
に
な
る
と
上
級
生
か
ら
後

輩
へ
財
産
を
引
き
継
ぎ
ま
す
。
縦
割

り
学
級
で
の
掃
除
や
合
唱
の
交
流
を

行
い
、
先
輩
か
ら
貴
重
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
も
ら
い
ま
す
。
ま
た
、
三
年
生

の
代
表
が
一
、
二
年
の
学
級
に
出
向

き
、
四
本
柱
や
部
活
動
で
の
が
ん
ば

り
、
進
路
選
択
に
際
し
て
思
い
悩
ん

だ
こ
と
な
ど
を
後
輩
の
前
で
「
語
る

会
」
と
し
て
発
表
し
て
い
ま
す
。
上

級
生
が
姿
と
し
て
後
輩
に
示
す
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
ど
う
し
て
頑
張
る
の

か
思
い
を
語
れ
る
こ
と
が
大
切
だ
と

教
師
が
指
導
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
笠
中
誇
り
の
集
い
」
で
は
自
分
た

ち
の
培
っ
て
き
た
財
産
を
年
度
末
に

発
表
し
て
、
次
年
度
へ
の
意
識
づ
く

り
を
し
て
い
ま
す
。「
○
○
先
輩
の
合

唱
の
時
の
真
剣
な
表
情
が
心
に
残
っ

て
い
ま
す
」
な
ど
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受

発
信
す
る
こ
と
で
や
り
が
い
を
感
じ

て
い
ま
す
。

◎
一
歩
前
進
を
目
指
し
て
新
入
生
を

迎
え
る
「
対
面
式
」

四
月
上
旬
、
新
入
生
を
迎
え
て
対

面
式
を
行
っ
て
い
ま
す
。
中
学
校
生

活
に
不
安
を
持
つ
一
年
生
を
温
か
い

心
で
迎
え
、
生
徒
会
の
一
員
と
し
て

彼
ら
に
自
覚
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
入

れ
な
が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
一
年

生
か
ら
三
年
生
ま
で
の
生
徒
が
こ
れ

か
ら
笠
中
生
と
し
て
学
校
を
築
い
て

い
こ
う
と
す
る
意
識
を
高
め
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
本
校
で
は
異
学
年
と

の
交
流
を
通
し
て
、
学
校
全
体
が
高

ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

素
晴
ら
し
い
伝
統
を
引
き
継
ぎ
な

が
ら
も
新
し
い
も
の
を
創
造
し
て
い

く
こ
と
が
今
後
の
我
々
の
課
題
で
も

あ
り
ま
す
。

（
笠
松
中
学
校

校
長

名
和
秀
彦
）

礎
を
構
築
す
る

笠
中
生

笠
松
町
道
徳
教
育
連
絡
会
議

－「生きる力」をもつ子どもの育成－
4月より、土曜日が休みになり、子どもたちは毎週連

休の生活をしています。地域の皆さんからは、学校週 5
日制になる前の子どもの生活と4月からの生活は違って
いるようにみえますか。
学校での教育内容は、学習指導要領で決められていま
す。いつの時代でも応用のきく「生きる力」や「確かな
学力」の育成を最大のねらいとして編成されています。
「確かな学力」について少しふれておきます。
知識や技能は大切ですが、その量だけでなく、その中
味が大切なのです。

・知識や技能を身に付け、それを応用する力

・学ぶことへのやる気や意欲

・自分で考え、判断する力

・自分を表現する力

・自分で問題を解決し、自分で道を切り開いていく力

…を身に付けていくことが大切です。世の中がどんどん
変わっていく今の時代では、全世界的にこのような力が

望まれています。
そのため学校では基礎的・基本的学習をきちんと学び
ます。子どもたちはすべてすてきな個性を持っています。
一人ひとりが自ら学び、学びたいことを学校だけではな
く家庭や地域などでも学べるように、しかも、体験を重
視した学び方で進めていけるように、子どもの生活時間
をゆとりあるものにしたいものです。
学校では「総合的な学習の時間」が始まります。各学
校が創意工夫を生かし、これまでの教科の枠をこえた学
習ができる時間です。ここに学校らしさが出てきます。
地域のかたに講師をお願いすることも多くなります。
どんな特色のある学校になるか、楽しみのひとつにも
なります。 （文部科学省資料　参照）

教育電話相談
～悩んだら気軽に電話してください～
羽島郡四町教育委員会　�245-1133

教育委員会だより
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6
月
1
日
、
全
国
一
斉
に
商
業
統

計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
商
業
の
実
態
を
明

ら
か
に
し
、
国
や
都
道
府
県
・
市
区

町
村
内
の
商
業
の
育
成
、
中
心
市
街

地
の
活
性
化
な
ど
流
通
商
業
施
策
の

た
め
の
基
礎
資
料
と
な
る
も
の
で

す
。調

査
対
象
は
、
卸
売
業
・
小
売
業

を
営
む
す
べ
て
の
事
業
所
で
す
。
調

査
員
が
5
月
下
旬
か
ら
各
事
業
所
に

お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

町
で
は
、
国
際
性
豊
か
な
青
少
年

の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
青

少
年
海
外
派
遣
事
業
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
次
代
を
担
う
中
学

生
・
高
校
生
を
海
外
に
派
遣
し
、
訪

問
国
の
生
活
・
文
化
・
歴
史
・
風
土

に
接
す
る
こ
と
に
よ
り
国
際
感
覚
を

身
に
付
け
て
も
ら
お
う
と
す
る
も
の

で
す
。

【
派
遣
先
】
グ
ア
ム（
米
国
准
州
）

【
派
遣
期
間
】
8
月
20
日
�
〜
23
日
�

【
募
集
人
員
】
20
人

【
募
集
資
格
】
町
に
在
住
し
て
い
る

中
学
生
・
高
校
生
の
か
た

【
助
成
額
】
研
修
費
用
の
う
ち
、
3

分
の
2
以
内
の
額（
限
度
額
7
万
5
、

0
0
0
円
）

【
申
込
み
】
5
月
31
日
�
ま
で
に
申

込
書
（
役
場
企
画
課
、
ま
た
は
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

企
画
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

町
で
は
、
住
宅
密
集
地
域
な
ど
で

地
震
に
対
す
る
安
全
性
の
向
上
を
図

り
、
地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
を
目
的
に
木
造
住
宅
の
耐

震
診
断
に
助
成
し
て
い
ま
す
。

こ
の
診
断
は
、
県
木
造
住
宅
診
断

士
に
よ
り
行
わ
れ
、
必
要
な
経
費
の

3
分
の
2（
2
万
円
を
限
度
）を
助
成

し
ま
す
。

対
象
と
な
る
住
宅
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

1
、
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
2
階
建
て
以
下
の
住
宅

2
、
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
延
べ
床

面
積
の
過
半
が
住
宅
の
用
に
供
さ

れ
て
い
る
も
の

3
、
枠
組
壁
工
法
・
丸
太
組
工
法
ま

た
は
大
臣
な
ど
の
特
別
な
認
定
を

受
け
た
工
法
で
な
い
も
の

4
、
住
宅
の
居
住
者
が
所
有
者
以
外

の
場
合
は
、
居
住
者
す
べ
て
の
承

諾
を
得
た
も
の

※
詳
し
く
は
、
総
務
課
へ
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

5
月
15
日
か
ら
21
日
ま
で
は
総
合

治
水
週
間
で
す
。

「
総
合
治
水
」
と
は
、
都
市
化
の

著
し
い
地
域
や
市
街
化
さ
れ
た
地
域

で
治
水
上
の
安
全
性
を
確
保
・
向
上

さ
せ
る
た
め
に
河
川
の
改
修
だ
け
で

な
く
、
流
域
で
の
保
水
・
遊
水
機
能

を
確
保
し
、
降
雨
時
の
河
川
へ
の
流

出
を
抑
制
し
た
り
水
害
に
強
い
土
地

利
用
を
推
進
す
る
な
ど
、
河
川
の
整

備
と
流
域
の
対
策
を
一
体
的
に
行
う

も
の
で
す
。

県
で
は
、
当
町
を
流
れ
る
境
川
で
、

「
総
合
治
水
対
策
特
定
河
川
事
業
」
に

よ
る
様
々
な
治
水
対
策
を
行
っ
て
い

ま
す
。
流
域
の
皆
さ
ん
に
総
合
治
水

対
策
へ
の
関
心
と
理
解
を
高
め
て
い

た
だ
く
た
め
に
「
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ボ
ー

ド
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
す
。

是
非
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

【
期
間
】
5
月
15
日
�
〜
21
日
�

【
場
所
】

・
J
R
岐
阜
駅
高
架
下
情
報
コ
ー

ナ
ー

・
カ
ラ
フ
ル
タ
ウ
ン
岐
阜

【
展
示
内
容
】

総
合
治
水
の
パ
ネ
ル
・
空
か
ら
見

た
境
川
・
平
成
12
年
の
市
街
地
浸
水

状
況
な
ど

※
詳
し
く
は
、
建
設
課
へ
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

今
年
1
月
以
降
に
新
築
、
ま
た
は

増
築
さ
れ
た
家
屋
な
ど
を
対
象
に
、

随
時
「
家
屋
調
査
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
家
屋
の
種
類
、
構

造
別
に
使
用
材
料
や
仕
上
げ
状
況
な

ど
を
把
握
し
、
固
定
資
産
税
の
課
税

基
礎
と
な
る
評
価
額
を
算
定
す
る
た

め
に
行
う
も
の
で
す
。

家
屋
が
完
成
さ
れ
て
い
る
か
た

は
、
事
前
に
都
合
の
よ
い
日
を
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
1
月
以
降
に
家
屋
の
一
部

や
全
部
を
取
り
壊
さ
れ
た
り
、
12
月

ま
で
に
取
り
壊
し
を
予
定
さ
れ
て
い

る
か
た
は
、
家
屋
取
り
壊
し
届
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
用
紙
は
税
務

課
に
あ
り
ま
す
）

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
へ
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

中央公民館
松枝公民館
下羽栗会館
総 合 会 館
福 祉 会 館

〈お問い合わせは〉
笠松町役場
南 事 務 所

笠松町福祉
健康センター

�388-3231
�387-0156
�387-2360
�387-8432
�387-1121

�388-7171

�388-1111

商
業
統
計
調
査
実
施

企
画
課
（
内
線
2
3
4
）

木
造
住
宅
耐
震
診
断
に

助
成
制
度

総
務
課
（
内
線
3
1
2
）

総
合
治
水
推
進
週
間

ビ
ジ
ュ
ア
ル
ボ
ー
ド
フ
ェ
ア

建
設
課
（
内
線
3
6
0
）

家
屋
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

税
務
課（
内
線
1
1
6
・
1
1
7
）

青
少
年
海
外
派
遣

参
加
者
募
集

企
画
課
（
内
線
2
3
4
）
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犬
の
飼
い
主
に
は
、
狂
犬
病
予
防

法
で
1
年
に
1
回
、
愛
犬
へ
の
予
防

注
射
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
後
91
日
以
上
の
犬
を
飼
う

に
は
生
涯
に
一
度
だ
け
犬
の
登
録
が

必
要
で
す
。

こ
れ
ら
を
正
当
な
理
由
が
な
く
怠

る
と
狂
犬
病
予
防
法
違
反
と
し
て
罰

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
注
射
や
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
料
金
】

・
注
射
料
金

2
、5
2
0
円

・
注
射
済
票

5
5
0
円

・
登
録
料
金

3
、0
0
0
円

【
注
意
事
項
】

・
当
日
、
予
防
注
射
前
に
犬
の
健
康

状
態
を
簡
単
に
お
た
ず
ね
し
ま
す

の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

・
都
合
に
よ
り
町
が
実
施
す
る
日
に

注
射
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
に

は
、
動
物
病
院
で
必
ず
受
け
て
く

だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
環
境
経
済
課
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

町
と
岐
阜
市
の
友
好
事
業
の
一
環

と
し
て
、
同
世
代
の
仲
間
た
ち
と
の

新
た
な
出
会
い
と
集
団
生
活
を
通
し

て
、
連
帯
・
協
調
と
自
主
・
自
立
の

精
神
と
、
海
と
い
う
雄
大
な
自
然
に

触
れ
、
豊
か
で
た
く
ま
し
い
創
造
力

と
行
動
力
を
養
う
こ
と
を
目
的
に

「
少
年
の
船
」
を
実
施
し
ま
す
。

町
か
ら
の
参
加
者
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

【
月
日
】
7
月
29
日
�
〜
8
月
2
日

�

フ
ェ
リ
ー
「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
」

船
中
2
泊（
大
阪
〜
別
府
間
）

【
行
き
先
】
大
分
県
杵
築
市
「
住
吉

浜
リ
ゾ
ー
ト
パ
ー
ク
」
2
泊
3
日

【
募
集
人
員
】

・
小
学
6
年
生

4
人

・
中
学
生

4
人

（
そ
れ
ぞ
れ
男
女
2
人
ず
つ
）

【
応
募
資
格
】
平
成
14
年
4
月
1
日

か
ら
引
き
続
き
町
に
居
住
し
て
い
る

小
学
6
年
生
お
よ
び
中
学
生（
た
だ

し
、
次
の
日
程
で
、
岐
阜
市
中
央
青

少
年
会
館
で
開
催
さ
れ
る
事
前
・
事

後
研
修
に
参
加
が
可
能
な
か
た
）

・
事
前
研
修

1
回
目

7
月
13
日
�

2
回
目

7
月
27
日
�

・
事
後
研
修

8
月
9
日
�

【
参
加
費
用
】
2
9
、0
0
0
円

【
申
込
み
】
5
月
17
日
�
ま
で
に
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
中
央

公
民
館
へ（
申
込
書
は
、
後
日
、
各

学
校
を
通
し
て
配
布
し
ま
す
）

な
お
、
申
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
抽
選
日
は
、
後
日
連
絡
し

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
中
央
公
民
館
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

町
で
は
、
家
庭
教
育
の
在
り
方
に

つ
い
て
考
え
、
明
る
く
楽
し
い
家
庭

づ
く
り
を
目
的
に
家
庭
教
育
シ
リ
ー

ズ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。年
間
8
回
、

さ
ま
ざ
ま
な
内
容
の
講
座
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

第
1
回
目
の
5
月
は
、
次
の
よ
う

に
行
い
ま
す
の
で
、
是
非
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。
な
お
、
当
日
は
、
託
児

室
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

【
月
日
】
5
月
24
日
�

【
時
間
】
午
後
7
時
30
分
〜
9
時
15
分

【
場
所
】
中
央
公
民
館
集
会
室

【
講
座
内
容
】

「
あ
い
う
え
親
爺
と
か
き
く
け
子
ど
も

〜
子
育
て
奮
戦
記
〜
」

講
師

研
修
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

伊
藤

洵

氏

中
央
公
民
館
図
書
室
で
は
、
奇
数

月
に
1
回
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
か
た

が
た
に
よ
る
「
お
は
な
し
か
い
」
を

開
催
し
ま
す
。
乳
幼
児
か
ら
小
学
生

ま
で
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
楽
し
い

お
話
を
用
意
し
て
待
っ
て
い
ま
す
。

是
非
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

【
月
日
】
5
月
12
日
�

【
時
間
】
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

【
場
所
】
中
央
公
民
館
茶
華
道
室

狂
犬
病
予
防
注
射
と

犬
の
登
録

環
境
経
済
課
（
内
線
2
5
3
）

「
少
年
の
船
」参
加
者
募
集

中
央
公
民
館

家
庭
教
育
シ
リ
ー
ズ
講
座
①

中
央
公
民
館

「
お
は
な
し
か
い
」
の
ご
案
内

中
央
公
民
館

体育施設の利用抽選会
運動場、テニスコート（6月分）

【月　日】5月25日�
【時　間】午後7時30分～
【場　所】中央公民館

月日

5／21

5／22

5／23

曜日

火

水

木

会　場

役　　　場

松枝公民館

松枝公民館

中央公民館

下羽栗会館

役　　　場

狂犬病予防注射および犬の登録日程

時　間

10:00～11:30

13:00～14:00

10:00～11:30

13:00～14:00

10:00～11:30

13:00～14:00



子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
皆

さ
ん
の
子
育
て
を
少
し
で
も
サ
ポ
ー

ト
し
よ
う
と
、
お
子
さ
ん
と
お
母
さ

ん
が
遊
び
を
通
し
て
ふ
れ
あ
う
場
、

ま
た
、
お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
の
場

と
し
て
、
子
育
て
サ
ロ
ン
を
開
催
し

ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
月
日
】
5
月
23
日
�

【
時
間
】
午
前
10
時
〜
11
時

【
場
所
】
中
央
公
民
館
和
室

【
対
象
者
】
3
歳
未
満
児
と
保
護
者

※
詳
し
く
は
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー（
第
一
保
育
所
内
）へ
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

【
月
日
】
5
月
19
日
�（
小
雨
決
行
）

【
時
間
】
午
前
9
時
30
分
〜

【
場
所
】
ト
ン
ボ
天
国
芝
広
場

【
参
加
資
格
】
町
内
に
在
住
・
在
勤

の
か
た

【
種
目
】

▼
一
般
の
部（
50
歳
未
満
）

▼
シ
ニ
ア
の
部（
50
歳
以
上
）

【
申
込
み
】
5
月
13
日
�
ま
で
に
町
体

育
協
会
事
務
局（
中
央
公
民
館
内
）へ

【
月
日
】
6
月
2
日
�

【
時
間
】
午
前
9
時
〜

【
場
所
】
笠
松
中
学
校
運
動
場

【
参
加
資
格
】
町
内
に
在
住
・
在
勤

の
か
た（
1
チ
ー
ム
3
人
）な
お
、
1

人
で
も
出
場
可

【
申
込
み
】
5
月
24
日
�
ま
で
に
町

体
育
協
会
事
務
局（
中
央
公
民
館
内
）

へ【
月
日
】
6
月
16
日
�

【
時
間
】
午
前
9
時
30
分
〜

【
場
所
】
笠
松
中
学
校
運
動
場

【
参
加
資
格
】
町
内
に
在
住
・
在
勤

の
か
た

【
申
込
み
】
6
月
3
日
�
ま
で
に
町

体
育
協
会
事
務
局（
中
央
公
民
館
内
）

へ【
月
日
】
6
月
16
日
�

【
時
間
】
午
前
9
時
〜

【
場
所
】
町
民
体
育
館

【
参
加
資
格
】
町
内
に
在
住
・
在
勤

の
か
た

【
種
目
】
混
成
の
部
・
女
子
の
部

【
申
込
み
】
6
月
3
日
�
ま
で
に
町

体
育
協
会
事
務
局（
中
央
公
民
館
内
）

へ◎
組
み
合
わ
せ
抽
選
会

【
月
日
】
6
月
7
日
�

【
時
間
】
午
後
1
時
30
分
〜

【
場
所
】
中
央
公
民
館
学
習
室
1

【
月
日
】
7
月
7
・
14
・
21
日
�

【
時
間
】
午
前
8
時
45
分
〜

【
場
所
】
勤
労
青
少
年
運
動
場

【
参
加
資
格
】
町
内
会
単
位
で
構
成

さ
れ
た
チ
ー
ム（
町
内
在
住
の
か
た

20
人
以
内
）で
1
町
内
2
チ
ー
ム
ま

で【申
込
み
】
6
月
7
日
�
ま
で
に
町

体
育
協
会
事
務
局（
中
央
公
民
館
内
）

へ◎
組
み
合
わ
せ
抽
選
会

【
月
日
】
6
月
14
日
�

【
時
間
】
午
後
7
時
30
分
〜

【
場
所
】
中
央
公
民
館
集
会
室

【
月
日
】
6
月
16
日
�

【
時
間
】
午
前
9
時
15
分
〜

【
場
所
】
町
民
体
育
館
剣
道
場

【
参
加
資
格
】
町
内
に
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
か
た

【
種
目
】

①
一
般
男
子
の
部

・
2
段
以
下

・
3
段
以
上

②
一
般
・
高
校
女
子
の
部

③
中
学
生
男
子
の
部

・
1
、
2
年

・
3
年

④
中
学
生
女
子
の
部

⑤
小
学
生
の
部

・
高
学
年

・
低
学
年

【
申
込
み
】
6
月
9
日
�
ま
で
に
町

体
育
協
会
事
務
局（
中
央
公
民
館
内
）

へ【
月
日
】
6
月
9
日
�

【
時
間
】
午
前
9
時
〜

【
場
所
】
町
民
体
育
館

【
参
加
資
格
】
町
内
に
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
か
た

【
種
目
】

▼
シ
ン
グ
ル
ス

・
小
学
6
・
5
・
4
・
3
年
生
以
下

の
部

・
中
学
生
男
子
・
女
子
の
部

▼
ダ
ブ
ル
ス（
1
人
で
も
出
場
可
）

・
一
般
男
子
・
女
子
の
部

【
参
加
料
】
1
人
5
0
0
円

【
申
込
み
】
5
月
31
日
�
ま
で
に
町

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
事
務
局（
秋
田

昌
彦
宅
�
3
8
7
・
2
9
0
2
）へ

子
育
て
サ
ロ
ン
「
親
子

で
遊
ぼ
う
」を
開
催

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

�
3
8
7
・
2
6
6
4

町
民
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
大
会

町
体
育
協
会
事
務
局

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会

町
体
育
協
会
事
務
局

町
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会

町
体
育
協
会
事
務
局

町
民
ペ
タ
ン
ク
大
会

町
体
育
協
会
事
務
局

町
民
軟
式
野
球
大
会

町
体
育
協
会
事
務
局

春
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
事
務
局

町
民
剣
道
大
会

町
体
育
協
会
事
務
局

16

中央公民館
松枝公民館
下羽栗会館
総 合 会 館
福 祉 会 館

〈お問い合わせは〉
笠松町役場
南 事 務 所

笠松町福祉
健康センター

�388-3231
�387-0156
�387-2360
�387-8432
�387-1121

�388-7171

�388-1111



・
テ
ニ
ス

・
卓
球

・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

・
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

・
ボ
ウ
リ
ン
グ

・
サ
ッ
カ
ー

【
参
加
資
格
】
羽
島
郡
内
に
在
住
・

在
勤
・
ス
ポ
ー
ツ
籍
の
い
ず
れ
か
の

か
た（
学
生
を
除
く
）

【
申
込
み
】
5
月
15
日
�
ま
で
に
羽

島
郡
体
育
協
会
事
務
局（
羽
島
郡
四

町
教
育
委
員
会
内
）ま
た
は
、
中
央

公
民
館
へ

県
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を

推
進
す
る
た
め
の
委
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

【
募
集
人
員
】
2
人

【
資
格
】
20
歳
以
上
で
県
内
に
居
住
、

通
勤
ま
た
は
通
学
し
て
い
る
か
た

（
た
だ
し
、
国
お
よ
び
地
方
公
共
団

体
の
議
員
並
び
に
常
勤
の
公
務
員
は

除
く
）

※
詳
し
く
は
、
地
域
県
民
部
男
女
共

同
参
画
室
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

【
募
集
人
員
】

①
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ

1
人

②
イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
2
人

【
資
格
】
高
校
卒
業
以
上（
18
歳
以
上
）

【
待
遇
】

・
時
給
7
5
0
円
か
ら

・
社
会
保
険
完
備

・
社
員
、
契
約
社
員
登
用
制
度
あ
り

・
時
間
外
手
当
、
交
通
費
別
途
支
給

※
詳
し
く
は
、
�
オ
ア
シ
ス
パ
ー
ク

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

【
売
払
物
件（
土
地
）】
町
内
に
1
件

外
近
隣
市
町
村
50
件

【
売
払
の
方
法
】
一
般
競
争
入
札（
期

間
入
札
）に
よ
る
売
払（
入
札
方
法
は

原
則
郵
送
）

【
受
付
期
間
】
5
月
13
日
�
ま
で

【
開
札
日
】
5
月
20
日
�

※
詳
し
く
は
東
海
財
務
局
岐
阜
財
務

事
務
所
管
財
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。

岐
阜
県
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
で

は
、「
再
就
職
を
希
望
す
る
男
性
・

女
性
」
を
対
象
に
技
術
講
習
を
開
催

し
ま
す
。

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
講
習
科
目
】
パ
ソ
コ
ン（
短
期
）

【
内
容
】
表
計
算
ソ
フ
ト（
エ
ク
セ
ル
）

の
基
礎
的
操
作

【
講
習
期
間
】
6
月
17
日
�
〜
7
月

2
日
�（
延
べ
10
日
間
）

【
時
間
】
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3

時
30
分

【
場
所
】
岐
阜
県
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

（
岐
阜
市
学
園
町
2
の
33
）

【
定
員
】
30
人

【
受
講
料
】
無
料（
た
だ
し
、
教
材
費

は
自
己
負
担
）

【
申
込
日
時
】
5
月
27
日
�
・
28
日

�
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

【
申
込
先
】
岐
阜
県
人
材
開
発
セ
ン

タ
ー
へ
本
人
が
直
接
申
込
み

※
電
話
申
込
み
不
可

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で

は
、
日
常
会
話
程
度
の
手
話
を
習
得

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
初
級
手
話
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
月
日
】
5
月
16
日
か
ら
8
月
29
日

ま
で
の
毎
週
木
曜
日（
全
15
回
）

【
時
間
】
午
後
7
時
30
分
〜
9
時

【
場
所
】
福
祉
会
館

【
定
員
】
40
人

【
受
講
料
】
無
料

【
申
込
み
】
5
月
10
日
�
ま
で
に
電

話
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

※
夜
間
で
す
の
で
、
小
・
中
学
生
は

必
ず
保
護
者
同
伴
、
も
し
く
は
送
迎

で
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
月
日
】
5
月
26
日
�（
雨
天
の
場
合

6
月
2
日
�
＝
屋
外
種
目
の
み
）

【
開
会
式
】
午
前
9
時
〜
多
目
的
広

場（
雨
天
の
場
合
は
岐
南
町
総
合
体

育
館
）

【
競
技
種
目
】

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

・
軟
式
野
球

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

「
河
川
環
境
楽
園
」

ア
ル
バ
イ
ト
募
集

�
オ
ア
シ
ス
パ
ー
ク

�
0
5
8
6
8
9
・
6
7
6
6

「
女
性
の
世
紀
21
委
員
会

基

本
政
策
検
討
部
会
」
委
員
募
集

県
地
域
県
民
部
男
女
共
同
参
画
室

�
2
7
2
・
1
1
1
1

（
内
線
2
4
3
1
・
2
4
3
2
）

羽
島
郡
総
合
体
育
大
会

羽
島
郡
体
育
協
会

�
2
4
5
・
1
1
3
3

国
有
宅
地
売
払

東
海
財
務
局
岐
阜
財
務
事
務
所
管
財
課

�
2
4
7
・
4
2
5
2

パ
ソ
コ
ン（
短
期
）講
習

岐
阜
県
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

�
2
9
4
・
3
8
0
0

手
話
講
習
会

受
講
者
募
集

町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

�
3
8
7
・
5
3
3
2

17

包そう紙 勇気を出して ことわろう
岐阜県第 4回「ごみ対策」川柳コンテスト優秀賞作品



2 3 4
9 10 11
6 17 18
32425
03131

金 土

今月の納税・納付

国民健康保険税 第 2期分

介 護 保 険 料 第 2期分

5 月31日�まで
※簡単な手続きでご利用できる
口座振替をお勧めします。

憲法記念日 国民の休日

献血
9:00～10:00 大洋電機�
11:00～12:00 笠松刑務所
13:00～16:00 松波総合病院
歯みがき教室
9:30～9:40

福祉健康センター
ポリオ予防接種
13:30～14:30

福祉健康センター

フッ素塗布
9:30～11:00

福祉健康センター
BCG予防接種
13:30～14:30

福祉健康センター

フッ素塗布
9:30～11:00

福祉健康センター

BCG予防接種
13:30～14:30

福祉健康センター

可燃物（松・下）

可燃物（松・下）

可燃物（松・下）

可燃物（松・下）
紙製容器包装（笠）

紙製容器包装（下）

各種相談は次の皆さんへ

行政相談、人権相談は自宅で応じています。
いずれの相談も秘密は固く守られますのでお気軽にご相談ください。

行政相談 行政相談委員

人権相談 人権擁護委員

加藤司郎 県町105 �387・2793

栗本幸一 東宮町30 �388・0553
齋藤好子 中川町20 �387・0812
後藤 稔 北及1183 �388・1495
杉原貴子 中野256 �388・1496

皆さんは行政相談をご存じですか？

行政相談とは、国の役所の仕事やNTTなどの特殊法人の仕

事について、皆さんに苦情や要望をお聞きし、その解決の実

現を促進するためのものです。

そして、その相談を受け付けるのが『行政相談委員』です。

町では、加藤司郎さんが総務大臣から委嘱されています。

相談所を毎月第3水曜日の午後1時から3時まで福祉会館で開

設するとともに、自宅（県町105�387・2793）でも随時相談

に応じていますので、お気軽にご相談ください。

相談は無料で、秘密は固く守られます。

また、総務省岐阜行政評価事務所（岐阜市金竜町5の13 岐

阜合同庁舎、行政苦情110番�246・1100）では、いつでも行

政相談に応じています。

〔医療機関名〕 沢田内科（岐南町）
〔変更前〕 月・火・水・金曜日

午前 9時～12時、午後 5時～ 8時
〔変更後〕 月・火・水・金曜日

午前 9時～12時、午後4時30分～7時
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日 月 火 水 木

放
置
自
動
車
・
路
上
駐
車
・
不
法
占
用
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

かさまつホームカレンダーと資源とごみのカレンダーをあわせてご覧ください。

May

心配ごと相談
13:00～15:00 福祉会館
悩みごと相談
13:00～15:00 福祉会館

子どもの日 振替休日

育児相談
10:00～11:30

第一保育所
心配ごと相談
13:00～15:00 福祉会館

パパママスクール（栄養編）
9:20～9:30

福祉健康センター
ふれあいひろば

（機能訓練教室）
13:30～15:30 福祉会館

町民バレーボール大会
8:45～ 町民体育館
町民テニス大会
9：15～
緑地公園内テニスコート
身体障害者相談
10:00～12:00 福祉会館

健康相談
13:30～14:30 福祉会館

ふれあいひろば
（機能訓練教室）

13:30～15:30 総合会館

ツベルクリン反応検査
13:30～14:30

福祉健康センター
心配ごと相談
13:00～15:00 福祉会館
悩みごと相談
13:00～15:00 福祉会館

1歳6か月児健康診査
13:30～14:10

福祉健康センター

フッ素塗布
9:30～11:00

福祉健康センター
育児・健康相談
13:30～14:30

下羽栗会館

ふれあいひろば
（機能訓練教室）

13:30～15:30
福祉健康センター

育児相談
10:00～11:30

第一保育所
心配ごと相談
13:00～15:00 福祉会館
行政相談
10:00～12:00 福祉会館

健康相談
13:30～14:30 福祉会館
育児・健康相談
13:30～14:30

福祉健康センター

フッ素塗布
9:30～11:00

福祉健康センター
お誕生教室
13:20～14:00

福祉健康センター

献血
10:00～16:00 トミダヤ
乳児健康診査
13:20～14:10

福祉健康センター

ツベルクリン反応検査
13:30～14:30

福祉健康センター
心配ごと相談
13:00～15:00 福祉会館

にこにこ教室
9:20～9:30

福祉健康センター
3歳児健康診査
13:10～13:50

福祉健康センター

5月

可燃物（笠）

可燃物（笠）

可燃物（笠）

可燃物（笠）

可燃物（松・下） 古紙類など

可燃物（松・下）

可燃物（笠） 可燃物（松・下）

可燃物（松・下） 古紙類など 可燃物（笠）

可燃物（笠）

可燃物（笠）
紙製容器包装（松）
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「家庭の日」
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次
の
質
問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
3
人
の

か
た
に
図
書
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

問

春
の
行
政
相
談
週
間
は
5
月
20

日
か
ら
何
日
ま
で
？

応
募
方
法

官
製
は
が
き
に
問
の

答
え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
5
月
末

日
ま
で
に
秘
書
広
報
課
広
報
ク
イ

ズ
係
ま
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

当
選
者
は
広
報
7
月
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

3
月
号
ク
イ
ズ
の
答
え

3
月
17
日

当
選
者

（
敬
称
略
）

河
合
悠
美
子
、
住
田
正
治
、
中
島
信
子

「
保
育
所
っ
て
ど
ん
な
と
こ
？
」

「
た
く
さ
ん
お
友
達
で
き
る
か

な
？
」
期
待
と
不
安
で
ド
キ
ド
キ

ワ
ク
ワ
ク
の
子
ど
も
た
ち
。

さ
ぁ
、
今
日
か
ら
楽
し
い
保
育

所
生
活
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

（
4
月
9
日
松
枝
保
育
所
入
所
式
よ
り
）

広
報
ク
イ
ズ

表

紙

まちの人口
平成14年4月1日現在

人 口 22,031人
男　　10,663人

女　　11,368人

世帯数
7,331世帯

木曽川

木
曽
川
橋

N

昭
和
四
十
六
年
笠
松
中
学
校
の
生

徒
が
木
曽
川
の
中
州
か
ら
弥
生
式
土

器
を
発
見
し
た
こ
と
か
ら
、
笠
松
に

も
弥
生
遺
跡
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。調

査
を
進
め
て
み
る
と
、
木
曽
川

町
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
今
月
号
か
ら
保
存
さ
れ
て
い
る
貴
重

な
資
料
や
資
料
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
を「
歴
史
民
俗
資
料
館
だ
よ
り
」

と
し
て
、
シ
リ
ー
ズ
で
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

橋
の
下
流
約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地

点
な
ど
五
カ
所
か
ら
、
縄
文
式
土
器

や
弥
生
式
土
器
、
瓦
、
木
器
、
貨
幣

な
ど
数
百
点
が
出
土
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
出
土
品
か
ら
、
藤
掛
水
没

遺
跡
は
縄
文
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に

お
よ
ぶ
複
合
遺
跡
と
言
え
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
町
に
は
多
く
の
遺

跡
が
あ
り
、
笠
松
の
歴
史
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

平成13年5月8日生

加藤喜生・優子さんの子

藤
掛
水
没
遺
跡

前月比

（△39）

（△31）

（△8）

（△15）

祐
ゆ う

哉
や

くん（米野）


